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１ 1.000 0.000 0.166 0.166
２ 1.000 0.051 6６ ０３３１
３ 0.949 ０．０４２ 0.157 0.489
４ 0.907 ００９０ 0.150 0.639
５ 0.817 ０．０９８ 3５ 0.774
６ 0.719 0.076 0.119 0.894







































































Ｆ１ F２ F３ F４ F５ Ｆ６ Ｆ７
学者共同研究成果 Ｘ２ ０ ０ -0.140 0.251 -0.080 0.484 ▲-1.060
社長が博士･学会重視 Ｘ３ ０ ０ ●1.1 -0.670 0.557 -0.780 -０６６０
試行錯誤開発成果 Ｘ４ ▲-3880 ▲-1.400 0.513 0.137 0.401 -0.270 -0.180
ﾌｧブレス指向生産 Ｘ６ ０ (） ●1２７９ -0.420 0.373 0.541 ●1．１１
社内中心生産／セル式 Ｘ７ 0 ０ 0.137 ０．０５０ ▲-1.06 ▲-1520 -0170
人間関係重視 Ｘ1０ 0 ０ 0.738 0.914 ▲-1.53 0.491 0.375
特殊技術 Ｘ1１ ０ ０ -0.240 -0.190 0．００３ -0.000 0.286
デザイン／ファッション性 Ｘｌ２ ●1１７２ ▲-3.96(〕 0.426 -0450 -0.460 ０４３７ 0.759
市場の特殊性／棲み分(ナ Ｘ1３ ０ ０ ０３８２ ●１３０６ ●1.174 -0630 0.290
市場ほぼ独占 Ｘ1４ ０ (〕 0.132 -0.090 -0.270 -0.080 -0.780













































F１ Ｆ２ Ｆ３ Fｕ Ｆ５ FＢ Ｆ７
１ ﾉ|幅歯車工業 １ 0.160 0.316 0.248 ●1.291 ●1.106 ▲-1260 ▲-1.110
６ イーアールシー １ 0.160 0316 4８ ●１２９１ ●1.106 ▲-1260 ▲-1.110
1３ エルム １ 0.160 0.316 ０３８６ ●2.061 -0.280 -0.580 ●1.042
1６ サイカワ １ 0.160 0.316 0.065 ●1.419 ●1.482 ▲-1.140 -0.040
2６ ビクセン １ 6０ 0.316 -0470 ●1.000 ●1.490 ▲-1.150 0.607
2８ ル･マ･ニエ･ナカジマ １ 0160 0.316 ０１３９ ●1.716 ●1.675 2９ -0.400
２ オプトニクス精密 ２ 6０ 0.316 -0.960 0.680 -0.020 -0.340 0.974
３ 田口型範 ２ 0.160 0.316 ０９６０ -0.680 0.020 -0.340 0.974
４ ｻｶﾀ製作所 ２ 6０ 0.316 -0.960 -0.680 -０．０２０ -0.340 0.974
８ 第一測範製作所 ２ 0.160 0.316 -0.960 -0.680 -0.020 -0.340 0.974
1４ エ藤鉄エ所 ２ 0.160 0.316 -0.960 -0680 -0.020 -0.340 0.974
1８ 三州産業 ２ 6０ 0.316 -0.960 -0.680 -0.020 -0.340 0.974
2５ 弘〕塵ゴム ２ 0.160 0.316 -0.960 ０６８０ ００２０ 0.340 0.974
2９ 岡本硝子 ２ 6０ 0.316 -0.960 -0680 -0020 -0.340 0.974
3５ 熊谷製作所 ２ 0.160 0.316 -0.730 -0.330 ▲-1.010 -0.580 0.420
５ 松元 幾エ ３ ▲-3.950 ▲-1.170 -0190 -0180 -0.590 -0.860 0.229
2３ 増幸産業 ３ ▲-3.950 ▲-1.170 0.191 0.182 9０ ０８６１ -0.230
７ シンワ測定 ４ 0.160 0.316 -0.710 -0.510 -0.200 ●1０２０ -0.470
1０ 平沼産業 ４ 6０ 0.316 -0.610 0.087 -0.130 0.343 ▲-1.140
1７ 坂戸工作所 ４ 0160 ０３１６ ▲-1080 -0.040 0０６９ ●１８０７ -0.860
２１ 富士製イ =所 ４ 6０ 0.316 -0.540 0.384 ０．０６１ ●1８１５ ▲-1.510
3０ 竹井機器エ業 ４ 0.160 0.316 -０６１０ 0.087 0.130 0.343 ▲-1.140
3２ ニチオン ４ 6０ 0.316 ▲-1.080 0.040 0.069 ●1８０７ -0.860
3３ ナミクス ４ 6０ 0.316 -0350 ０．０３６ 0.166 ●1.145 -0.040

























１ Ｆ２ F３ F４ F５ F６ F７
９ 東北電子産業 0160 ０３１６ ●１８８６ ▲-1.710 0.574 -０． １０ -0980
1１ フロンティア･ラボ ０１６ ０３１６ ●1.886 ▲-1.710 ０５７４ 0.010 -0.980
1２ 山本科学エ輿J，隣社 ５ 6０ ０ １６ ●1 ７５ ▲-1.140 0224 ▲-1320 ▲-1.490
2２ マコー 6０ 0.316 ●1.291 -0890 0.044 0.205 ０５８６
3１ 東北空調管理 6０ ０３１６ ●2.074 ▲-2.060 0.679 -0.680 0.484
1５ クリーン･テクノロジー 6０ 0.316 ●2.039 9９ ▲-1.160 ●２３６４ ●1.730
1９ システムポリiエ 6０ 0.316 ●１９９５ ●1.858 0.357 ●1.540 ●2.006
2０ 東洋システム 0.160 0３１６ 0.585 0.857 ▲-2990 ▲-1.470 0.579
3４ ヤマト電子 6０ 0.316 0.580 ●1.076 ▲-3.470 -0920 ▲-1.970
2４ カネコ ●1.401 ▲-3880 -0.160 -0.390 -0.620 ８０５ -0.330




















































クラスター F１ FＺ F３ F４ F５ F６ F７
１ ｺﾞョゴビ ＊



































クラスター Ｆ１ Ｆ２ Ｆ３ F４ F５ F６ F７
１ ｶﾘﾘﾘﾘ ＊


























































































































ダミー変数 正準判別得点優良中堅中小企業特性のダミー変数愛ＣＤクフスター１ 己らフスター２ ’’クラスタ－３ ’ COらクラスタ－－４ 〃 ＣＤ閉クラスタ－５ ＣＤ孤凸ノプスター６ 〆 CmDしクラスタ－７ 房IまIよ］脳［
クラスタ-８ ＣＤ
図表3と図表7より渕表８～１０と
この部分は統計的に有意な関係
注：実線は正の関係、点線は負の関係を表す。実際の分析では正準得点（Ｄ１～Ｄ７）
を省き、正準判別得点（Ｆ１～Ｆ７）でクラスターダミー変数を判別できるかどう
かを調べた。
６－２．結論と示唆
図表１２あるいは図表13より，今回把握した８つのクラスターについては，以
下の９変数で判別できることが分かった。
●学者共同研究成果（Ｘ２）
●社長が博士・学会重視（Ｘ３）
●試行錯誤開発成果（Ｘ４）
●フアブレス指向生産（Ｘ６）
●社内中心生産／セル式（Ｘ７）
－２３－
[論文］優良中堅・中小企業の類型化と特性分析（金子）
●人間関係重視（XlO）
●デザイン／ファッション'性（、2）
●市場の特殊性／棲み分け（Ｘ13）
●顧客／現場重視開発（Xl6）
一方，今回の分析ではという限定付きで，次の２つの企業特`性ダミー変数は
特定クラスターとそれ以外のクラスターの判別には役に立っていないことがわ
かった。
●特殊技術（Xll）
●市場ほぼ独占（Xl4）
さて，図表12あるいは図表13を見ると，第２クラスターを特徴づける企業特
性ダミー変数が存在していないことがわかる。今回見出された９つの企業特性
ダミー変数では，第１，第３～第８クラスターが判別でき，最後にこれら以外
のクラスターということで間接的に第２クラスターが判別されることになる。
この９つの変数の中には直接的に第２クラスターを特徴づけるものが存在して
いない。そこで，図表３のデータを見直してみると，第２クラスターを特徴づ
ける変数として，「特殊技術」という企業特性ダミー変数があることに気づく。
今回の分析では，数量化Ⅱ類によるクラスターの判別のところで「特殊技術」
変数は切り捨てられてしまったのである。この「特殊技術」という変数は，第
２クラスターに固有のものではなく，他のクラスターに含まれる企業にも多く
の１が立てられていることから特定のクラスター（第２クラスター）を特徴づ
けられないという結果になったのである。このことは重要な示唆を与えてくれ
ているように思える。すなわち，「特殊技術」の内容を精査し，さらに細分化
して新たな変数を作り出すということである。そうすることによって別の形で
｢特殊技術」という変数を復活させることができるのではないだろうか。
一方，「市場ほぼ独占」という変数は，図表３を見ると第５クラスターに含
まれるすべての企業にｌが立っていることから，第５クラスターを特徴づける
－２４－
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ものと考えられるが，数量化Ⅱ類の分析ではそのような結果にはならなかっ
た。「市場ほぼ独占」ではなく，「社長が博士・学会重視」と「ファブレス指向
生産」の２つの変数が第５クラスターの判別には有効であるとの結果を得た。
先と同様，「市場ほぼ独占」という変数は第５クラスターに固有ではなく，他
のクラスターに含まれる５つ企業にも１が立っており，このことが「市場ほぼ
独占」の判別する力を弱めたと考えられる。今後の調査がさらに進み，データ
となる企業数が増えることによって，その時に今回と同様の分析をすれば「市
場ほぼ独占」という変数は削除されずに生き残る可能性も大いにあるものと考
えられる。
７．おわりに
今回の研究の後半部分では分散分析，等分散の検定付きの平均値の差の検定
を用いたが，それは仮説を検証するためではなく，企業類型たるクラスターを
判別するのに有効な企業特性ダミー変数が何なのかを見つけ出すために用いた
ものである。今回の研究の全体像は，企業特性ダミー変数を使ってクラスター
を探索的に見つけ，その後に，再度，同じデータである－部の企業特性ダミー
変数を使って数量化Ⅱ類にかけ，クラスターの判別がうまくいくかどうかう
まくいく場合にはどの企業特性ダミー変数が判別に有効なのかを分散分析や平
均値の差の検定で検討した。これによって有望そうな企業特性ダミー変数を探
索するという作業を行ったわけである。
図表12や図表１３で提示した有望な企業特性ダミー変数だけでなく，これ以外
にも有望な変数があるかもしれない。というのも，今回の研究は８つのクラス
ターを把握しこれを目的変数として判別するというという方式であり，クラ
スター数を変更すれば異なる結果が得られる可能性があるからである。今回，
途中で切り捨てられた変数であっても異なるデータ，異なるクラスター数のも
とで同様の研究を行えば今回とは異なる結果となるかもしれない。従って，今
回の研究は分析の「結果」を主張するというよりも，分析の「手続きや方法」
－２５－
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を主張するものである。
新たな企業特性ダミー変数を模索する際に，ある一定の視点で有望そうな企
業特性ダミー変数を枚挙し（Plan)，その変数のもとで優良中堅・中小企業を
ヒアリング調査し（ＤＣ)，データ化し，本研究で取り上げたような分析を行い
(Check)，その基で再度，優良中堅・中小企業の分析モデルを検討する
(Action)，という一連のサイクルを考えることができる。このＰＤＣＡのサイ
クルを何度も繰り返すことで，優良中堅・中小企業を捉える視点（企業特性ダ
ミー変数）が定まってくるのと考えている。これが実現することにより，学生
諸君が就職活動等で企業を訪問する際，あるいは仕事での新たな取引先を検討
する際，その企業の優れているポイントを判断するために企業の何を見て，
何を聞き，何を調べてくればよいかが分かるようになるのではないだろうか。
本研究がそのための小さな一歩になれば幸いである。
謝辞
‘快く訪問に応じてくださった企業の方々，実際に訪問してヒアリングを担当
し諸々のサポートをしてくださった国士舘大学経営研究所の先生方に感謝を
申し上げたい。現所長の田村泰彦教授の研究成果がなければ本稿はあり得な
かったわけであるから，特に田村先生には心より厚く御礼申し上げる次第であ
る。もちろん本稿にあり得る間違いは筆者に責がある。
注
ｌ） 調査対象企業の選別方法，調査過程,業種分類,件別分類については田村（2012)，
pp58-59を参照。
これらの特徴については，lIl中豊，垂水共之，脇本和昌（1984)，p228を参照。
なお，非階層型のクラスター分析としてはｋ平均法クラスター分析が有名であ
るが，これについてはマイケル・ペリー，ゴードン・リノフ（2002)，ppl39-
l48を参照。
柳井晴夫，高木廣文編著（1986）p233を参照。
クラスターＱはＡ香月のクラスターを意味する。
個体やクラスターが融合していく過程はデンドログラムというグラフで表現す
2）
3）
4）
5）
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ることができる。今回の研究ではその融合過程が図２に示してある。
これ以降では単に「クラスター」と記すとき，それは「企業類型」を指すこと
とする。もちろんクラスター分析というときは企業類型分析ではなく，固有の
統計分析技法を指すことはいうまでもない。
ＳＡＲＡＨでは，距離として，ユークリッド平方距離，標準化ユークリッド平方
距離，マハラノビスの汎距離，ユークリッド距離，標準化ユークリッドlli雛，
ミンコフスキー距離の中から選択することができる。また，ＳＡＲＡＨでは最短
距離法，最長距離法，群平均法，重心法，メデイアン法，War。法，可変法を
選択することができる。
ある２つの対象間の距離が大きい場合，この２つの対象は似ていないことを示
している。距離が大きいのに２つの対象を融合するということは似ていない対
象を融合することとなり，その結果生み出されるクラスターはその特徴が不明
瞭になってしまう。
７±２チヤンクについてはMiller（1956）がオリジナル，その検討については
Simon（1979)，日本語による解説についてはLoiftusandLofftus（1976）の翻
訳を参照して欲しい。限定合理性についてはRubinstein（1998）が詳しい。
図表５では「クラスターダミー変数」や「企業特性ダミー変数」などと「ダミー」
という語を含んでいる。ここでのダミーという語は，質的な名目データである
ものを擬似的に０とｌの数値で表現したものという意味であり，図表５ではそ
の意味を強調するために「ダミー」という語を含ませてある。
以上のような数量化Ⅱ類の説明は，正準相関分析の特殊形として数量化Ⅱ類を
位置づけたものになっている。これについては、中豊，垂水共之，脇本和昌
(1984)，pp271-275を参照のこと。
数量化Ⅱ類の実際の計算は拙作（2010）のＳＡＲＡＨシステムを利用した。
このことはすべての次元でほぼ同程度の寄与率（上は0.166から下は0.106まで）
となっていることからも推察される。
分散分析の実際の計算は拙作（2010）のＳＡＲＡＨシステムを利用した。
ここで「有効」というのは，少なくとも統計的に５％水準で有意となったこと
を意味する。
等分散の検定，平均値の差の検定の計算は拙作（2010）のＳＡＲＡＨシステムを
利用した。
二分類について等分散検定を経ないで平均値の差の検定を行うことと，その二
分類にもとづいて一元配置の分散分析を行うことは，数学的には'71値となり，
同じ分析結果をもたらす。今回の分析では，等分散検定を経て平均値の差の検
定を行ったので，そうはならないことを指摘しておく。一方，等分散検定を経
て平均値の差の検定を行うことは，分散分析を行うことよりもやや分析上繁雑
な作業が必要となる。今回の分折のように，両者でほぼ同じ結果が得られるの
6）
7）
8）
9）
１０）
１１）
１
１
２
３
１
１
14）
15）
16）
17）
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であれば，今後の研究作業を一元配置の分散分析だけにして簡略化できるかも
しれない。
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